
まちの
話題

第４６回
「憲法・人権市民のつどい」を開催

　市内小中学生による人権作文の発表や、桶
川市出身の三遊亭遊馬さんによる落語「中村
仲蔵」を上演し、約１８０人の市民の皆さんにご
参加いただきました。（１２月２１日　市民ホール）

　桶川東中学校で、拉致問題を通して人権教育を行う社会科の
授業が行われました。
　この授業は、拉致問題をテーマに基本的人権について学ぶも
ので、昨年桶川西中学校で実施され、注目を集めた取り組みです。
　授業では、拉致問題を啓発するアニメや拉致被害者、横田め
ぐみさんの両親のインタビュー映像を視聴。「めぐみさんや家族
が奪われたと思うことは何か？」という課題について、生徒たち
は、子どもの権利条約における様々な権利と比較しながらグルー
プで学習を進めました。� （１２月11日　桶川東中学校）

　埼玉西武ライオンズのマスコットキャラクター「レオ」と公式パフォーマー「ブルーレジェンズ」のメンバーが
鴨川保育所と北保育所を訪れ、園児とふれあいました。
　この取り組みは、連携協力に関する基本的協定を締結しているライオンズとの協働事業のひとつとして行わ
れたものです。
　当日は、鴨川保育所７９人、北保育所５４人の園児が参加。園庭ではリズムに合わせて体を動かすなど、元
気な子どもたちの姿がみられました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１２月１６日　鴨川・北保育所）

　台風１９号などにより被災した坂戸市および長野県佐久市へ、そ
れぞれ１人ずつ職員を派遣しました。
　坂戸市では避難所運営支援業務、長野県佐久市では農林道・
水路などの災害調査・測量設計業務にそれぞれ従事しました。

被災地支援のため市職員を派遣

レオと楽しく遊ぼう！

「拉致問題」をテーマに基本的人権を学ぶ
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4月生まれ  の子どもの写真（3 歳まで）を募集します。応募は写真（顔全体がはっきりと
写っているもの、裏面にお子さんの名前）と、別紙に①お子さんの名前（ふりがな）②生年
月日③保護者名④住所⑤電話番号⑥簡単なメッセージ（50字程度）を明記し、【郵送】【直接】
または【Eメール】でお送りください。（2月14日㈮消印有効）※応募者多数の場合は抽選
となります。※過去に掲載されたお子さんのご応募は、ご遠慮ください。

2月生まれ
だよ！

「はっぴいばーすでい」
「おけがわ文芸」
のあて先

〒 363-8501 桶川市役所秘書広報課「はっぴいばーすでい」
　　　　　　 または「おけがわ文芸」コーナー
E メール hisho@city.okegawa.lg.jp

こちらからも
投稿できます▶

熟
れ
柿
の
ぽ
っ
た
り
ぽ
た
り
此
処
か
し
こ�
末
広　
　
　

野
原　
　

清

山
々
の
風
ざ
わ
ざ
わ
と
冬
來
る�

坂
田　
　
　

小
宮
山　

勝

真
新
な
紙
に
気
を
入
れ
障
子
貼
る�

坂
田
西　
　

山
口　

宏
子

極
月
の
投
票
日
和
列
続
く�

朝
日　
　
　

金
子　

惠
子

断
捨
離
と
言
ひ
つつ
蒲
団
ま
た
手
入
れ�

下
日
出
谷　

山
下　

恭
子

弟
は
泣
き
虫
だ
っ
た
木
守
柿�

坂
田　
　
　

小
薬　

和
子

秩
父
路
や
兜
太
の
嚏く

さ
め

木
の
葉
降
る�

加
納　
　
　

荻
原　

義
久

大
寒
や
誰
も
渡
ら
ぬ
歩
道
橋�

上
日
出
谷　

有
馬　

恭
二

日
向
ぼ
こ
猫
に
も
ら
ひ
ぬ
大
欠
伸�

泉　
　
　
　

柴
田　

靖
子

物
捨
つ
る
こ
と
に
始
ま
る
年
用
意�

坂
田　
　
　

小
林　

茂
之

街
路
樹
の
根
も
と
に
群
れ
し
猫
じ
ゃ
ら
し
季
節
の
移
ろ
い
野
の
草
に
見
る

�

朝
日　
　
　

金
子　

惠
子

孫
の
描
く
爺
じ
の
顔
は
若
々
し
今
日
一
日
が
ほ
の
か
に
楽
し

�

西　
　
　
　

岸　
　

仲
夫

僅
か
な
る
段
差
に
今
日
も
つ
ま
ず
き
て
小
さ
な
笑
み
を
零
し
て
ぼ
や
く

�

坂
田　
　
　

小
林　

茂
之

病
床
で
励
ま
し
語
っ
た
カ
ラ
オ
ケ
の
約
束
果
た
さ
ず
友
は
旅
立
つ

�

坂
田　
　
　

藤
波　

五
郎

さ
ん
ざ
め
く
野
鳥
並
び
て
電
線
に
道
ゆ
く
人
を
見
下
ろ
し
て
い
き

�

若
宮　
　
　

山
蔭　

明
代

紅
葉
狩
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
蔦
紅
葉
今
宵
照
葉
の
癒
す
岩
風
呂

�

鴨
川　
　

春
日　

千
代
子

白
内
障
つい
に
手
術
し
ほ
っ
と
し
て
の
こ
り
紅
葉
を
いつ
く
し
み
見
ゆ

�

泉　
　
　
　

外
山　

ナ
ミ

✿�

①
作
品（
俳
句
は
１
人
３
句
、短
歌
は
１
人
２
首
ま
で
／
ふ
り
が
な
を
付
け
、必
ず
楷
書
で
記
入
）

②
住
所�

③
氏
名（
ふ
り
が
な
） 

④
電
話
番
号 

を
記
入
の
う
え【
郵
送
】【
直
接
】ま
た
は【
E
メ
ー

ル
】
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

✿�

発
　
表
…
毎
月
の
選
考
に
よ
り
、
上
位
、
俳
句
10
句
、
短
歌
７
首
を
応
募
順
に
掲
載

✿�

締
切
り
…
2
月
14
日
㈮
消
印
有
効（
今
回
の
応
募
は
、4
月
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

応募要領

（
選
句
協
力
…
桶
川
市
俳
句
連
盟
）�

（
敬
称
略
）　

俳
　
句

短
　
歌

米澤 那
な の か

乃花ちゃん
〈下日出谷西〉

３歳のお誕生日おめでとう♪い
つもにこにこ元気で、みんなを幸
せな気持ちにしてくれて、ありが
とう！大好きだよ。

加藤 拓
た く み

海ちゃん〈坂田東〉
たっくー☆１歳のお誕生日おめで
とう★パパとママに笑顔とたくさ
んの幸せをありがとう。これから
もたくましく元気に育ってね。

田中 希
の ぞ み

実ちゃん〈下日出谷〉
２歳おめでとう。これからもいっ
ぱい食べて、元気にすくすく育っ
てね。

岡田 陣
じん

ちゃん〈川田谷〉
２歳おめでとう！イタズラ大好
き、姉弟１の甘えん坊な我が家の
アイドル♡これからも笑顔いっぱ
い、元気に成長していってね。

澤橋 明
あ す か

日香ちゃん〈朝日〉
明日香ちゃん、１歳のお誕生日お
めでとう。周りの人を大切にし、
ご飯をたくさん食べてスクスク
大きくなってね！

野﨑 子
こ は る

陽ちゃん〈加納〉
滑り台が大好きでずっと走り回ってるおて
んば娘(^^)家族みんなの大切な宝物だ
よ☆大好き♡

宮部 祐
ゆ う や

弥ちゃん〈上日出谷〉
やっくん１歳のお誕生日おめでとう♡明
るく元気に育ってね！暴れん坊兄に次い
で暴れん坊になってね♡

中田 佳
か な

那ちゃん〈若宮〉
１歳のお誕生日おめでとう！パパとママの元に
生まれてきてくれてありがとう。これからも沢
山笑って沢山食べて元気に大きくなってね！

荒川 莉
ま り か

歌ちゃん〈坂田西〉
３歳♡おめでとう♪まだまだ甘えん坊でお姫様み
たいに過ごしてるまりちゃん☆春からは幼稚園！
たくさんのお友達と元気に楽しく過ごそうね♡

文
化
財
を
訪
ね
て  

―
見
て
あ
る
記
―

島し
ま
む
ら村

老ろ
う
ち
ゃ
ほ

茶
舗
の
建
物
が
国
の
登

録
有
形
文
化
財
に
な
り
ま
す

　

中
山
道
に
面
し
て
建
つ
商
家
「
島
村
老
茶

舗
」（
寿
２
丁
目
）
の
建
物
が
、
国
の
登
録

有
形
文
化
財
に
な
る
こ
と
が
令
和
元
年
１１
月

１５
日
に
決
ま
り
ま
し
た
。
後
日
行
わ
れ
る
官

報
告
示
を
経
て
、
正
式
に
国
の
登
録
有
形
文

化
財
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
歴

史
的
建
造
物
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

―
島
村
老
茶
舗
の
歴
史

　
島
村
老
茶
舗
は
、嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
）

に
中
山
道
桶
川
宿
に
創
業
し
た
商
家
で
す
。

島
村
家
の
初
代
木き

し
ま
や

嶋
屋
七し

ち
べ
え

兵
衛
は
、
紅
花

商
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
木
嶋
屋
源げ

ん
右え

衛も

ん門

の
次
男
と
し
て
文
政
１０
年
（
１
８
２
７
）
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
嘉
永
７
年
春
に
源
右
衛
門

よ
り
分
家
独
立
し
、
家
屋
及
び
土
蔵
を
新

築
、
従
来
の
家
業
で
あ
っ
た
紅
花
問
屋
に
加

え
、
茶
、
紙
の
営
業
を
始
め
ま
し
た
。
屋
号

は
「
丸
木
」

（
ま
る
き
）

と
い
い
、
茶

商
と
し
て
現

在
で
６
代
目
、

１６５
年
の
歴
史

が
あ
る
商
家

で
す
。

―
ど
ん
な
建
物
？

　

登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
る
の
は
、

中
山
道
に
面
し
た
店
舗
と
、
そ
の
奥
に
続
く

平
屋
建
て
の
主お

も
や屋

で
す
。
現
在
残
る
店
舗
は
、

大
正
１５
年
（
１
９
２
６
）
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

木
造
の
二
階
建
て
で
、
切き

り
づ
ま
づ
く

妻
造
り
、
桟さ

ん
が
わ
ら
ぶ

瓦
葺

き
の
建
物
で
す
。
大
黒
柱
は
欅け

や
きで
、
六
寸
五

分
（
約
20
㎝
角
）
の
太
さ
が
あ
り
ま
す
。
二

階
の
客
間
に
は
床
の
間
と
脇わ

き
床ど

こ
が
あ
り
、
紅

葉
の
床と

こ
ば
し
ら柱が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
通
り
に
面

し
て
い
る
窓
は
、
外
に
ガ
ラ
ス
障
子
が
有
り
、

内
側
に
障
子
を
入
れ
た
二
重
の
造
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。
二
階
の
格
子
は
、
当
初
は
鉄
格
子

で
し
た
が
、
昭
和
１８
年
に
制
定
さ
れ
た
金
属

類
回
収
令
に
よ
り
回
収
さ
れ
、
木
製
の
格
子

に
付
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
二
階
の
戸
袋
の

鏡
板
に
は
、
欅
の一枚
板
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
巴

と
も
え
が
わ
ら

瓦
や
雨
ど
い
の
ア
ン
コ
の
部
分
に
は
、

同
家
の
屋
号
「
丸
木
」
を
示
す
「
㊍
」
が

あ
し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

店
舗
の
奥
に
続
く
主
屋
は
、
嘉
永
７
年
に

建
て
ら
れ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
棟む

な
札ふ

だ
が
残
っ

て
い
な
い
た
め
正
確
な
建
築
年
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
屋
根
裏
に
は
和わ

く
ぎ釘

と
呼
ば
れ
る
古

い
釘
が
使
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
明
治
時
代
以

前
の
建
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
木

造
平
屋
建
て
で
、
入い

り
も
や
づ
く

母
屋
造
り
の
建
物
で
す
。

屋
根
裏
の
木
組
み
な
ど
か
ら
、
当
時
の
建
築

技
術
と
材
料
の
選
別
を
よ
く
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
床
の
間
の
床
柱
に
は
杉す

ぎ
し
ぼ絞

り
丸
太
が
使
わ
れ
る
な
ど
、
と
て
も
貴
重
な

材
料
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
山
道
沿
い
の
店
舗
は
、
建
て
ら
れ
た
当

時
の
姿
を
そ
の
ま
ま
と
ど
め
て
お
り
、
当
時

の
商
家
の
規
範
と
な
る
建
物
で
す
。
吟
味
さ

れ
た
上
質
な
木
材
が
使
用
さ
れ
、
細
部
に
わ

た
り
丁
寧
な
造
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
時
の
商
家
の
繁
栄
を
う
か
が
わ
せ
る
と
と

も
に
、
旧
桶
川
宿
の
面
影
を
伝
え
る
た
い
へ

ん
貴
重
な
建
物
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
建
造
物
は
、
中
山
道
が
拡
幅

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
３０
年
に
当
初
の

位
置
か
ら
約
５ｍ
奥
の
現
在
の
位
置
へ
曳ひ

き
や家

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
登
録
に
よ
り
、
中
山
道
沿
い
の
旧

桶
川
宿
に
残
る
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物

は
、
武た

け
む
ら村

旅り
ょ
か
ん館

（
南

１
丁
目
・
写
真
①
）、

島し
ま
む
ら
け

村
家
住

じ
ゅ
う
た
く宅

土ど
ぞ
う蔵（
寿

２
丁
目
・
写
真
②
）、

小こ
ば
や
し
け
じ
ゅ
う
た
く
お
も
や

林
家
住
宅
主
屋
（
寿

１
丁
目
・
写
真
③
）
に

続
き
４
軒
目
と
な
り
ま

す
。

桶
川
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
　
島
村
　

等詳
し
く
は

生
涯
学
習
文
化
財
課
☎
788
ー

４
９
７
１

▲ 島村老茶舗外観

▲ 新築当時（大正15 年ころ）

※
島
村
老
茶
舗
は
通
常
営
業
し
て
い
る
商
店
で

す
。
外
観
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
が
、
内
部
を

一般
公
開
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご

見
学
の
際
は
、
営
業
の
さ
ま
た
げ
に
な
ら
な
い

よ
う
ご
配
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①②

③
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開
催
し
ま
す

■
相
続
や
生
活
関
連
の
無
料
相
談
会
『
行

政
書
士　
ベ
ニ
バ
ナ
相
談
会
』

２
月
９
日
㈰
12
時
～
16
時
／
ベ
ニ
バ
ナ

ウ
ォ
ー
ク
１
階
桶
川
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
／
ど
な
た
で
も
／
見
直
し
ま
せ

ん
か
、
遺
言
、
相
続
、
終
活
メ
モ
／
会
田

☎
786
―
１
４
１
２

■
弁
護
士
が
ア
ド
バ
イ
ス
「
子
供
が
ス
マ

ホ
を
使
う
リ
ス
ク
に
つ
い
て
」

２
月
16
日
㈰
14
時
～
／
泉
２
丁
目
集
会
所

／
参
加
費
無
料
／
原
則
子
育
て
中
の
人

（
要
予
約
）
／
何
か
と
心
配
の
多
い
子
供

の
ス
マ
ホ
利
用
に
つ
い
て
弁
護
士
が
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。
講
師
は
自
身
も
子
育
て

世
代
の
彩
の
国
法
律
事
務
所
代
表
谷
脇
啓

太
氏
で
す
／
志し

ら良
堂ど

う
☎
080
―
３
０
１
９
―

５
１
２
５

■
景
観
ま
ち
づ
く
り
発
表
会
「
桶
川
の
未

来
の
ま
ち
は
、
景
観
は
？
」『（
一
社
）
埼
玉

県
建
築
士
事
務
所
協
会　
景
観
整
備
機
構
』

２
月
16
日
㈰
14
時
～
16
時
（
予
定
）
／

市
民
ホ
ー
ル
大
会
議
室
／
35
人
（
先
着

順
）
／
無
料
／
当
協
会
当
機
構
メ
ン
バ
ー

が
桶
川
市
の
未
来
の
ま
ち
・
景
観
に
つ
い

て
構
想
し
、
発
表
し
ま
す
。
桶
川
市
の
ま

ち
づ
く
り
、
景
観
に
興
味
の
あ
る
方
は
ご

参
加
く
だ
さ
い
／
稲
垣
（
委
員
長
）
☎

０
４
８
０
―
22
―
８
１
５
９

■
絵
画
展
『
桶
川
三
彩
倶
楽
部
』

２
月
18
日
㈫
～
20
日
㈭
／
市
民
ホ
ー
ル

ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
入
場
無
料
／
こ
の
度
「
桶

川
三
彩
倶
楽
部
」
は
、
解
散
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
頂
い
た

ご
支
援
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、
会
員
そ
れ

ぞ
れ
の
作
品
の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
／

安や
す
野の

（
会
長
）
☎
774
―
０
３
２
０

■
老
後
資
金
２
，０
０
０
万
円
必
要
っ
て
、

本
当
で
す
か
⁉
『
異
業
種
交
流
勉
強
会　

田
舎
会
』

２
月
21
日
㈮
10
時
30
分
～
11
時
30
分
／
ベ

ニ
バ
ナ
ウ
ォ
ー
ク
１
階
桶
川
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
／
10
人
／
資
料
代
200
円

／
２
，
０ 

０ 

０ 

万
円
の
根
拠
と
自
分
の
老

後
資
金
に
関
し
て
の
セ
ミ
ナ
ー
と
、
希
望

者
に
は
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
／
植

竹
☎
070
―
６
６
１
２
―
３
６
０
５

■
落
語
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
『
桶
川
寄
席

り
ん
ど
う
』

２
月
23
日
（
日
・
祝
）
14
時
開
演
／
桶
川
集

会
所
（
ユ
ニ
テ
ィ
）
／
70
人
／
無
料
（
賛
助

会
員
500
円
）
／
皆
で
笑
っ
て
免
疫
力
を
ア
ッ

プ
／
木
村
☎
090
―
４
４
２
３
―
２
８
３
９

■
誰
で
も
簡
単
に
出
来
る
、グ
ラ
ウ
ン
ド・

ゴ
ル
フ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
『
桶
川
市

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
協
会
』

２
月
25
日
㈫
講
義
⇨
９
時
～
10
時
30
分

（
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）、
実
技

⇨
10
時
40
分
～
12
時
（
城
山
公
園
多
目
的

広
場
）
／
20
人
／
無
料
／
事
前
に
申
し
込

み
を
／
初
心
者
大
歓
迎
。
多
数
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。用
具
は
用
意
あ
り
。

雨
天
の
場
合
は
講
義
の
み
実
施
／
清
水　

☎
786
―
０
５
４
７
（
午
後
確
実
で
す
）

3月号の締め切りは、2月10日(月)です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

3月号の締め切りは、2月10日(月)です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

※�

内
容
・
文
責
に
つ
い
て
は
、
団
体
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�

公
共
施
設
で
活
動
す
る
団
体
は
、
場
所
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
自
力
整
体
の
無
料
体
験
会　
体
の
サ
ビ

落
と
し
＆
体
幹
力
ア
ッ
プ
を
目
指
そ
う
！

『
か
ら
だ
ほ
ぐ
し
の
会
』

２
月
29
日
㈯
10
時
～
11
時
30
分
（
準
備
＆

片
付
け
含
む
）
※
当
会
の
活
動
は
毎
週
土

曜
日
10
時
～
11
時
30
分
／
加
納
公
民
館
研

修
室
（
和
室
）
／
15
人
／
体
験
会
の
参
加

費
は
無
料
／
自
力
で
会
場
へ
来
ら
れ
る

人
。
畳
に
座
れ
る
人
／
持
ち
物
：
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
（
あ
る
人
）。
80
㎝
程
度
の
タ
オ

ル
。
水
分
／
佐
藤
☎
090
―
４
０
５
０
―

１
９
５
８

■
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会
『
桶
川
子

ど
も
の
本
の
会
』

３
月
４
日
㈬
10
時
30
分
か
ら
１
時
間
程
度

／
さ
い
た
ま
文
学
館
講
座
室
１
／
40
人
／

無
料
／
昔
話
を
楽
し
み
に
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
／
小
野
☎
786
―
０
６
２
３

募
集
し
ま
す

■
会
員
募
集『
杉
本
あ
き
カ
ラ
オ
ケ
教
室
』

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
13
時
～
15
時
／
桶

川
集
会
所
（
ユ
ニ
テ
ィ
）
／
月
額
千
円
／

女
子（
団
体
）／
新
曲
お
ぼ
え
ま
せ
ん
か
？

／
杉
本
☎
090
―
１
１
１
６
―
３
２
３
６

■
空
手
道
『
桶
川
空
手
道
養
心
会
』

２
月
２
日
～
５
月
31
日
の
毎
週
日
曜
日
13

時
～
15
時
／
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
柔
道
場
／

10
人
／
月
額
３
千
円
、
親
子
の
場
合
３
，

５ 

０ 

０
円
／
５
歳
か
ら
一
般
ま
で
／
親

子
で
空
手
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
／
末
永

☎
090
―
４
９
３
４
―
４
２
６
１

■
ガ
イ
ド
付
「
文
化
観
光
ウ
ォ
ー
ク
」
で

健
康
と
仲
間
作
り
：
新
規
会
員
募
集
『
べ

に
花
健
歩
会
』

３
月
28
日
㈯
～
／
蓮
田
、
鎌
倉
、
青
梅
、

川
越
、
等
々
力
渓
谷
、
浅
草
七
福
神
、
皇

居
周
辺
。
電
車
利
用
７
回
（
午
前
中
、
午

後
自
由
解
散
）、
バ
ス
ウ
ォ
ー
ク
計
３
回

（
日
帰
り
２
回
）
成
田
山
＆
佐
倉
、
信
州

松
代
、（
宿
泊
１
回
）
福
島
南
会
津
／
先

着
10
人
／
年
額
個
人
３
千
円
、
家
族
（
２

人
）
５
千
円
／
新
規
加
入
75
歳
以
下
／
結

成
16
年
、
会
員
は
桶
川
・
上
尾
中
心
に
高

崎
線
沿
線
等
在
住
者
約
70
人
。【
同
好
会

運
営
】
会
員
限
定
。
お
試
し
参
加
歓
迎
／

小
林
☎
080
―
２
０
４
８
―
４
５
１
１

■
囲
碁
『
碁
友
会
』

毎
週
土
曜
日
９
時
～
12
時
／
加
納
公
民
館

／
入
会
金
千
円
、
月
額
500
円
／
囲
碁
に
興

味
の
あ
る
方
、初
心
者
（
級
位
者
）
の
方
、

お
気
軽
に
／
髙
橋
☎
728
―
６
１
３
８

■
剛
柔
流
空
手
道
を
一
緒
に
学
ぼ
う
『
坂

田
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
ク
ラ
ブ
』

毎
週
日
曜
日
10
時
～
12
時
／
坂
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
軽
体
育
室
／
10
人
／
月

額
１
，
５ 

０ 

０
円
（
家
族
割
800
円
）
／
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
も
採
用
さ
れ
た
空
手

道
。
幼
少
か
ら
慣
れ
親
し
み
護
身
術
な
ど

も
学
び
ま
し
ょ
う
／
町
田
☎
728
―
２
７
７

５
・
080
―
５
４
３
５
―
５
７
４
０

■
川
柳
『
桶
川
青
柳
会
』

毎
月
第
２
木
曜
日
14
時
～
16
時
／
さ
い
た

ま
文
学
館
講
座
室
／
月
額
千
円
／
初
心
者

で
も
大
丈
夫
。
見
学
歓
迎
／
木
村
☎
728
―

３
７
９
６

■
会
員
募
集
『
詩
吟
「
泉せ

ん
青せ

い
会
」』

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
13
時
～
15
時
／
桶

川
公
民
館
／
５
人
／
月
額
２
千
円
。
見
学

と
無
料
体
験
２
回
可
／
初
心
者
大
歓
迎
／

腹
式
呼
吸
で
内
臓
を
鍛
え
、
声
も
若
々
し

く
楽
し
い
詩
吟
で
す
／
青
山
☎
726
―
５
９

８
０

■
メ
ン
バ
ー
募
集
！『
桶
川
英
会
話
ク
ラ
ブ
』

毎
月
第
１
・
３
ま
た
は
第
２
・
４
木
曜
日

18
時
～
18
時
55
分
（
入
門
）、
19
時
～
19

時
55
分
（
初
級
）、20
時
～
20
時
55
分
（
初

級
上
）
／
市
民
ホ
ー
ル
小
会
議
室
／
８
人

／
入
会
金
千
円
、
月
額
３
千
円
（
講
師
謝

礼
・
施
設
使
用
料
）
※
テ
キ
ス
ト
代
別
途

／
高
校
生
以
上
／
一
緒
に
楽
し
く
英
会
話

を
学
び
ま
せ
ん
か
？
／
矢
島
☎
070
―
５
０

１
３
―
４
５
８
３

■
た
の
し
く
う
た
い
ま
し
ょ
う
『
抒
情
歌

を
唄
う
会
（
風
月
花
）』

毎
月
第
１・
３
木
曜
日
10
時
～
11
時
45
分

／
市
民
ホ
ー
ル
練
習
室
１
／
５
人
／
入
会

金
千
円
。
月
額
３
，
５ 

０ 

０
円
／
毎
回
気

軽
に
参
加
。
ピ
ア
ノ
に
合
せ
て
大
き
な
声

で
発
声
す
る
喜
び
が
味
わ
え
ま
す
。
二
重

唱
も
や
り
ま
す
／
佐
藤
☎
787
―
７
３
５
２

■
体
験
教
室
（
無
料
）『
ア
ロ
ハ　
フ
ラ
』

３
月
25
日
㈬
９
時
30
分
～
11
時
30
分
／
市

民
ホ
ー
ル
（
プ
チ
ホ
ー
ル
）
／
初
心
者
大

歓
迎
／
加
藤
☎
777
―
０
１
６
９

「広報おけがわ」は自治会で配付されるほか、市内のスーパー・郵便局・公共施設・桶川駅および一部コンビニでもお取りいただけます。
「広報おけがわ」は、紅花の会の協力により拡大写本、音訳が行われています。ご希望の方は秘書広報課☎ 788 － 4901 へ。
「広報おけがわ」の広告については、桶川市が推奨しているものではありません。

対 象 費 用小学４年生～６年生（上尾、桶川、蓮田市及び伊奈町在住）
※保護者による送迎が必要です。

定 員 各教室 10 名まで 　※定員になり次第締め切り

授業日等 4 年生（水・金）/5 年生（火・金）/6 年生（火・木）
17 時 30 分～19 時（90 分）

授業料（月謝）：週 1 回コース /3,000 円
　　　　　　　 週 2 回コース /6,000 円
教材費等：3,000 円 / 半期
保  険  料：300 円 / 年度

埼玉県県民活動総合センター
（伊奈町内宿台６-26）

公益財団法人 いきいき埼玉
（経営企画担当）

TEL�048-728-7117/FAX�048-728-7130
https://www.iki-iki-saitama.jp

◆ 　教員経験のあるシルバー人材センター（SC）の会員が、豊かな経験と知識を活かして、地域の子どもたちの学習をサポートします。

教 科

場 所

国語・算数

■
親
子
で
楽
し
く
リ
ト
ミ
ッ
ク
と
知
育
サ
ー
ク

ル
『
親
子
ま
る
キ
ッ
ズ
』

２
月
24
日
（
月
・
休
）
10
時
～
、
３
月
19
日
㈭

13
時
30
分
～
、
３
月
26
日
㈭
13
時
30
分
～
※
以

降
月
２
回
予
定
※
各
回
と
も
前
月
ま
で
に
申
し

込
み
を
／
市
民
ホ
ー
ル
練
習
室
３
／
親
子
６
組

／
月
額
千
円
（
月
１
回
の
場
合
500
円
）
／
２
・

３
歳
／
ピ
ア
ノ
の
音
を
聴
き
な
が
ら
、
親
子
で

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
／
丸
林
☎
090
―
８

３
１
７
―
３
９
７
２

～

昨年一年間に掲載した作品の中から
優秀作品が選ばれました。

（敬称略）
【
最
優
秀
賞
】

　
　

削
ら
れ
し
傷
を
抱
へ
て
山
眠
る�

西　
　

清
水　

幸
子

【
優
秀
賞
】

　
　

お
隣
り
も
名
入
り
の
手
桶
秋
彼
岸�

東　
　

豊
田　

鈴
子

【
優
秀
賞
】

　
　

さ
く
さ
く
と
梨
む
く
妻
と
四
十
年�

加
納　

荻
原　

義
久

【
最
優
秀
賞
】

　
　

凍
蝶
は
然
な
が
ら
ち
ぎ
れ
し
紙
の
や
う
幽
け
き
風
に
揺
ら
れ
彷
徨
ふ�

若
宮　

岩
田　

哲
明

【
優
秀
賞
】

　
　

訪
ぬ
れ
ば
布
袋
腹
な
る
店
主
か
な
打
ち
た
る
蕎
麦
は
極
上
の
味�

朝
日　

金
子　

惠
子

【
優
秀
賞
】

　
　

春
い
ろ
の
セ
ー
タ
ー
求
め
む
と
そ
れ
の
み
の
こ
と
に
八
十
路
の
心
若
や
ぐ�

泉　
　

外
山　

ナ
ミ

けんかつ グリーンスクール（おさらい教室）　新年度 児童募集!!

※掲載している広告は、市が推奨するものではありません。 2020.2 26
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